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６月定例会議６月定例会議
6 月 16 日～ 19 日

一般会計補正予算
今回、一般会計歳入歳出予算の総額に１億 2,920 万 2 千円を追加し、
補正後の歳入歳出予算総額は 112 億 1,020 万 2 千円としました。　         

事　　　業　　　名　　 補 正 額

総合土地改良事業
（排水路の補修・浚

しゅんせつ

渫や水田均平作業機の導入による農業生産基盤の整備） 2,854 万円

畑作物産地生産体制確立・強化緊急対策事業
（そらち南農協種馬鈴しょ協議会に対する生産力向上の取組への支援）

2,106 万円

GPS 除雪管理システム整備
（効率的・効果的な除排雪体制の確立、除排雪事業者の担い手不足対策として業務負担軽減
を図ることを目的に整備）

952 万円

シカ等処理環境整備業務　★質疑あり★
（森林被害対策として、捕獲したシカ等を町有林内で処理するための簡易処理設備を設置）

660 万円

栗山小・中学校劣化状況調査業務
（躯

く た い

体及び設備等の現状把握及び将来的な新校舎整備に向けた調査・検討のための外部調査）
352 万円

６月定例会議では、補正予算や条例改正、工事請負契約等の議案を審議し、すべて可決し
ました。また、繰越計算書などの報告を受けました。
議会からは、次期改選後（令和９年５月）の議員報酬改定に関する条例改正及び議会基本
条例の一部改正を提案し、いずれも可決されました。

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

６月定例会議
録画配信

予算を変更した主な事業

斉
藤
隆
浩
議
員
　
エ
ゾ
シ
カ

処
理
に
つ
い
て
、
現
地
で
処

理
と
は
ど
う
い
っ
た
方
法
で

す
る
の
か
。

農
林
課
長　

林
野
庁
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
町
有
林
３

カ
所
に
大
型
排
水
管
を
埋
設

し
た
簡
易
処
理
施
設
を
整
備

す
る
。
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ

を
施
設
内
に
投
入
し
、
ぼ
か

し
材
（
発
酵
を
促
す
資
材
）

を
活
用
し
て
減
容
化
を
図
り

な
が
ら
処
理
し
、
埋
設
処
理

の
負
担
軽
減
と
適
切
な
処
理

を
進
め
る
。

質

疑

▼
旭
台
第
３
支
線
道
路
整
備

そ
の
１
工
事
の
請
負
契
約
に

つ
い
て

契
約
金
額 　
５
１
８
１
万
円

業
者　

  

道
央
建
設
運
輸
株
式

会
社

そ
の
他

￥
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▼
湯
地
継
立
線
道
路
改
良
そ

の
１
工
事
の
請
負
契
約
に
つ

い
て

契
約
金
額　

  
７
１
５
０
万
円

業
者　

  

井
沢
建
設
株
式
会
社

質

疑

斉
藤
隆
浩
議
員
　
町
営
住
宅

建
築
工
事
の
落
札
率
が
約

９
９
・
５
％
と
高
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
競
争
入
札
の
観

点
か
ら
、
町
は
こ
の
状
況
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

建
設
課
長　

建
築
工
事
は
資

材
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け

や
す
い
。
町
と
し
て
は
適
切

な
設
計
・
積
算
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
今
回

の
落
札
率
に
な
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

▼
中
里
団
地
４
号
棟
新
築
主
体

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

★
質
疑
あ
り
★

契
約
金
額　

　

  　
　

１
億
４
５
８
６
万
円

業
者　

  

朝
日
産
業
株
式
会
社

▼
中
里
団
地
５
号
棟
新
築
主

体
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い

て契
約
金
額　

　

  　
　

１
億
５
８
４
０
万
円

業
者　

  

松
原
産
業
株
式
会
社

   

討
　
　
論

反　
　

対

重
山
議
員　

子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
制
度
は
、
医
療
保

険
料
に
上
乗
せ
し
て
負
担
を

求
め
る
仕
組
み
で
あ
り
、
医

療
保
険
本
来
の
目
的
か
ら
逸

脱
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
役

世
代
や
高
齢
者
の
負
担
増
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、

公
費
負
担
を
抑
制
し
て
国
民

負
担
を
増
や
す
制
度
で
あ
る

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

賛　
　

成

齊
藤
義
崇
議
員　

自
治
体
は
法

令
等
に
基
づ
き
事
務
を
執
行
す

る
責
任
が
あ
り
、
議
会
は
そ
の

適
法
性
や
妥
当
性
を
審
査
す
る

立
場
に
あ
る
。
今
回
の
補
正
予

算
は
法
令
に
基
づ
き
適
切
に
編

成
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
説
明

も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛

成
。
反
対
す
る
場
合
は
代
替
案

を
示
し
な
が
ら
議
論
を
行
う
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

反　
　

対

重
山
議
員　

本
改
正
は
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に

関
連
す
る
条
例
改
正
で
あ

り
、
国
保
税
の
課
税
限
度
額

引
き
上
げ
も
含
ま
れ
て
い

る
。
社
会
保
障
費
を
抑
制
す

る
国
の
方
向
性
の
中
で
進
め

ら
れ
て
い
る
制
度
で
あ
り
、

教
育
や
子
育
て
、
福
祉
、
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
る
べ
き
と
の
考
え
か

ら
、
本
制
度
及
び
条
例
改
正

に
は
賛
成
で
き
な
い
と
し
て

反
対
す
る
。

賛　
　

成

齊
藤
義
崇
議
員　

条
例
の
審

査
に
あ
た
っ
て
は
、
法
令
と

の
整
合
性
や
条
例
制
定
権
の

範
囲
、
制
度
設
計
の
妥
当

性
、
経
過
措
置
な
ど
を
総
合

的
に
確
認
す
る
こ
と
が
議
会

の
役
割
で
あ
る
。
そ
の
観
点

か
ら
本
条
例
改
正
は
適
正
に

整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

賛
成
す
る
。

賛
否
の
公
表

議　件　名
結
果

齊
藤（
義
）

置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤（
隆
）

端藤
本
鵜
川

議案第４号
令和８年度栗山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ /

議案第７号
栗山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ /

可：可決　○：賛成　×：反対　ー：棄権　　　　　　※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

人
事
案
件

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
18
人
を

任
命
す
る
も
の
。

そ
の
他
の

補
正
予
算

￥
▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

                  

★
質
疑
あ
り
★

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
８
０
５
万
６
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

13
億
８
３
７
８
万
６
千
円
と

す
る
も
の
。
主
な
内
容
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
新
設
に
係
る
補
正
。

質

疑

重
山
議
員
　
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
、
医
療
給
付
費

分
の
課
税
限
度
額
引
き
上
げ

と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
に
つ
い
て
、
特
定
世
帯
・

特
定
継
続
世
帯
・
そ
の
他
の

対
象
人
数
・
世
帯
数
は
。

税
務
課
長　

特
定
世
帯
は
、

75
歳
到
達
に
よ
り
世
帯
内
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
１

人
と
な
っ
た
場
合
の
負
担
軽

減
制
度
で
、
５
年
間
平
等
割

を
２
分
の
１
軽
減
し
、
そ
の

後
３
年
間
は
特
定
継
続
世
帯

と
し
て
４
分
の
１
軽
減
す
る

制
度
で
あ
る
。
対
象
は
特
定

世
帯
１
６
４
世
帯
、
特
定
継

続
世
帯
20
世
帯
で
、
医
療
分

と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
の
軽
減
額
は
予
算
計
上
の

と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
課

税
限
度
額
の
対
象
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
分
81
世

帯
、
医
療
分
１
０
４
世
帯
で

あ
る
。
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規
則
・
条
例

６
月
定
例
会
議
で
は
、
全
４
件
の
条
例
の
改
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
議
会
が
提
案
し
た
２
件
を
解
説
！

議員報酬の改定と議会改革を進めます
～２つの条例改正を可決しました～

議員報酬の改定に関する条例と、議会活動をより見える化するための議会基本条例の改正を可決し
ました。この２つの改正はセットで取り組むことで、町民の皆さんに信頼される議会を目指します。

改正
１

議員報酬に関する条例の改正
－議員の報酬を改定します－

改正
2

議会基本条例の改正
－議会の見える化と評価制度を導入します－

　■　なぜ改定するの？
議員のなり手不足への対応と、議員活動の実態
に見合った報酬とするため、議会では調査・検
討を行い、議員活動量を基に報酬額を算定しま
した。

　■　改定後の報酬額（月額）※令和９年５月から適用

区　分 現　行 改定後 差　額
議　長 30 万円 39 万 8 千円 +9 万 8 千円
副議長 23 万 9 千円 32 万 4 千円 +8 万 5 千円
委員長 21 万 2 千円 28 万 6 千円 +7 万 4 千円
議　員 19 万 6 千円 24 万 9 千円 +5 万 3 千円

　■　報酬額はどう算定したの？
全国町村議会議長会が推奨する「原価方式」を
採用し、議員活動量を基に算定。

町長の給料

議会・議員の
活動日数

× ＝
町長の職務遂行日数

（モデル日数 305 日）

議員報酬額
（月額）

　■　どんな内容が加わるの？
議会活動や議員活動をより透明にし、町民の皆さ
んと共有するため、次の３つの取組を基本条例に
追加しました。

　①　議会白書の作成・公表
議会の基礎的な資料や情報、
議会及び議員の自己評価等を
記録した「議会白書」を作成し、
公表します。

　②　議会評価
議会としての活動を振り返り、
成果や課題を検証し、改善に
つなげます。

　③　議員評価
議員一人ひとりが自身の活動
を振り返り、その結果を公表
します。

これらに関する必要な事項は、議会改革推進会議
で協議して定める。

２つの条例改正がめざすもの

　報酬額を改定する
　（改正①）

なり手不足の解消と議員
の活動量に見合う
報酬とする。

議会の「見える化」と
「評価」に取り組む（改正②）
議会の活動内容や議会・議員
の自己評価を公表する。

町民の信頼と期待に応える
存在感ある豊かな議会へ

より良い町政の実現に
つなげる。

議員報酬改定までの主な経過

①特別委員会の
設置・調査

（18 回開催）

②議員活動量　
の調査・算定

③町民との
意見交換

（町内団体等と
一般会議）

④議会報告会
（３会場で開催）

⑤パブコメ
の実施

⑥栗山町特別職
　報酬等審議会
　の答申

⑦特別委員会
　の最終決定

⑨適用時期
Ｒ９．５．１

※詳しくはくりやま議会だより No.185 をご覧ください。 ■　適用時期　Ｒ９．６．１９

⑧条例改正
を議決



 ７議員７議員が一般質問が一般質問

町政のここが聞きたい町政のここが聞きたい

くりやまぎかいだより№ 1885

６月定例会議
一般質問

Ｑ１. 持続可能な財政収入策の見通しは

　　　　　　　　　　　　　  Ａ . 地域経済の活性化を計画的に進める

Ｑ 1. 中学校給食無償化と食育の充実を  Ａ . 財政上の優先順位を踏まえ対応

Ｑ２. 高齢者の孤独死を防ぐ対策は          Ａ . 地域全体で見守る体制を充実

Ｑ３. ヤングケアラーへの支援策は          Ａ . 見守りと伴走支援を基本に対応

Ｑ 1. 人口減少社会に対する町の対応は

　　　　　　　　　　　　　  Ａ . ダウンサイジングも見通して政策を決定

Ｑ 1. ６次産業化農業者も振興資金の対象にしては  

　　　　　　　　　　　　　  Ａ . 農業の融資制度とのバランスも考え検討

Ｑ 1. 町営合葬墓の整備の必要性について検討しては  

　　　　　　　　Ａ . 第 7 次総合計画後期実施計画の中で可否の判断をする

Ｑ 1. 道の駅整備の構想は　　Ａ . 費用や財源を調査・検討する

Ｑ 1. 第７次総合計画（後期）策定の方向性は

                                             　　　Ａ . 社会情勢や前期計画を踏まえ策定

　堀
ほり

　　文
ふみひこ

彦 議員　P ６▶　

　重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員　P ７▶　

　斉
さいとう

藤　隆
たかひろ

浩 議員　P ８▶

　佐
さ と う

藤　則
の り お

男 議員　P ９▶

　鈴
す ず き

木　千
ち は や

逸 議員　P １０▶

　齊
さいとう

藤　義
よしたか

崇 議員　P １１▶

　藤
ふじもと

本　光
みつゆき

行 議員　P １２▶
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財
政
運
営

Ａ：地域経済の活性化を計画的に進める

堀　文彦 議員

                  Ｑ：持続可能な財政収入策の見通しは

質
問
趣
旨　

人
口
減
少
を
予

測
し
た
持
続
可
能
な
町
税
収

入
の
在
り
方
を
再
確
認
す
る

た
め
、
町
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
額
を

見
据
え
た
戦
略
的
施
策
を
提

案
し
た
。

議
員　

栗
山
町
は
地
方
交
付

税
や
国
庫
支
出
金
へ
の
依
存

度
が
高
く
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
に
よ
り
税
収
増
が

期
待
し
に
く
い
状
況
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
将
来
に
わ

た
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
、
町
を
発
展
す
る
た
め
に

は
、
歳
出
削
減
だ
け
で
は
な

く
財
政
収
入
を
増
や
す
戦
略

が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
町
長
に
対
し
、

第
８
次
総
合
計
画
を
見
据
え

た
中
長
期
的
な
財
政
ビ
ジ
ョ

ン
と
数
値
目
標
に
つ
い
て
、

企
業
誘
致
の
重
点
分
野
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
強
化
、
人
口

政
策
に
よ
る
税
収
確
保
等
に

つ
い
て
見
解
を
求
め
る
。

町
長　

町
は
、
地
方
交
付
税

や
国
庫
支
出
金
へ
の
依
存
財

源
の
割
合
が
高
く
、
人
件

費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど

の
義
務
的
経
費
が
増
加
し
、

経
常
収
支
比
率
も
上
昇
傾
向

に
あ
る
。
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
施
策
の
最
適
化
と
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

自
主
財
源
比
率
の
目
標
に

つ
い
て
、
自
主
財
源
比
率
は

地
方
交
付
税
な
ど
国
の
制
度

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た

め
、
自
治
体
だ
け
で
管
理
で

き
る
指
標
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
将
来
目
標
は
設
定
し
て

い
な
い
が
、
今
後
の
大
型
事

業
の
財
源
確
保
や
災
害
な
ど

の
緊
急
時
に
備
え
た
基
金
の

確
保
に
留
意
し
な
が
ら
、
計

画
的
な
財
政
運
営
を
進
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　

企
業
誘
致
の
重
点
分
野
に

つ
い
て
、
栗
山
町
は
交
通
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
や
災
害
の
少

な
さ
、
低
廉
な
分
譲
価
格
を

強
み
と
し
て
製
造
業
を
中
心

に
企
業
誘
致
を
進
め
、
現
在

27
社
が
工
業
団
地
に
進
出
し

て
い
る
。
業
種
の
重
点
化
は

企
業
間
連
携
や
技
術
革
新
に

つ
な
が
る
重
要
な
戦
略
と
考

え
て
お
り
、
今
後
は
幅
広
い

業
種
へ
の
誘
致
を
継
続
し
な

が
ら
、
既
存
企
業
や
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
と
の
連
携
な

ど
、
栗
山
町
の
強
み
を
活
か

し
た
重
点
業
種
の
調
査
・
研

究
を
進
め
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
創
出
を
目
指
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
に

つ
い
て
、
栗
山
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
は
、
令
和
７
年
度
に

過
去
最
高
の
８
８
０
２
件
、

約
４
億
４
０
０
０
万
円
の
寄

附
を
集
め
、
自
主
財
源
確
保

の
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
寄
附
額
や
件

数
、
リ
ピ
ー
ト
率
の
目
標
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
返
礼

品
事
業
者
の
拡
大
や
魅
力
的

な
返
礼
品
の
開
発
を
進
め

る
。
ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
も
活
用
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
関
係
人
口
の

創
出
に
向
け
て
官
民
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

感
想　

国
の
成
長
戦
略
17
項

目
を
踏
ま
え
た
、
具
体
的
な

企
業
誘
致
戦
略
を
提
案
し
た

の
で
、
企
業
誘
致
策
実
現
の

た
め
に
前
向
き
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

人
口
政
策
に
よ
る
税
収
確

保
に
つ
い
て
、
税
収
を
維

持
・
確
保
す
る
た
め
に
は
、

生
産
年
齢
人
口
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
栗
山

町
で
は
移
住
・
定
住
促
進
と

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
具
体
的
に
は
、
新
築
住

宅
取
得
や
中
古
住
宅
購
入
・

リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用

創
出
を
図
る
た
め
企
業
誘
致

活
動
も
継
続
し
て
お
り
、
今

後
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。

企業誘致や雇用創出による税収確保が重要な課題となっている
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給
食
無
償
化

Ａ：財政上の優先順位を踏まえ対応

重山雅世 議員
質
問
趣
旨　

長
引
く
物
価
高

の
中
で
、
子
育
て
世
代
か
ら

の
要
望
の
強
い
中
学
校
給
食

の
無
償
化
と
昨
年
高
齢
者
の

孤
独
死
が
続
い
て
あ
っ
た
こ

と
を
知
ら
さ
れ
、
対
策
を
求

め
た
。

議
員　

本
年
４
月
か
ら
公

立
小
学
校
で
給
食
費
無
償
化

が
実
施
さ
れ
た
。
長
年
の
運

動
と
議
会
論
戦
の
成
果
で
あ

る
。
本
町
の
中
学
校
の
保
護

者
負
担
額
は
、
月
額
生
徒
一

人
当
た
り
５
８
８
０
円
、
全

生
徒
で
年
間
約
１
５
０
０
万

円
で
あ
る
。
文
科
省
の
学
校

給
食
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

令
和
５
年
９
月
１
日
時
点
で

１
７
９
４
自
治
体
中
７
２
２

自
治
体
が
何
ら
か
の
形
で
学

校
給
食
無
償
化
を
実
施
。
そ

の
内
容
は
５
４
７
自
治
体
で

小
中
学
生
全
員
を
対
象
に

し
、
１
４
５
自
治
体
で
支
援

要
件
を
設
け
て
い
る
。
そ
の

た
め
の
主
な
財
源
は
自
己
財

源
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
順
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
①
物
価
高
が
続
く

中
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
、
子
育
て
支
援
策
と

し
て
保
護
者
の
要
望
が
強
い

中
学
校
も
給
食
費
を
無
償
化

し
て
は
②
食
育
の
視
点
も
重

要
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
２
点
を
問
う
。

教
育
長　

①
賄
い
材
料
費
の

約
４
３
０
万
円
を
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
一
部
助
成
行
っ

て
い
る
。
中
学
校
給
食
費
を

無
償
化
し
た
場
合
、
新
た
に

年
間
約
１
５
４
０
万
円
の
財

政
負
担
が
生
じ
る
。
国
の
動

向
や
他
自
治
体
の
取
り
組
み

状
況
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
財
政
状
況
や
施
策
全
体

と
の
優
先
順
位
を
踏
ま
え
対

応
し
て
い
く
。

②
小
・
中
学
生
期
に
健
全
な

食
生
活
の
実
践
や
望
ま
し
い

食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ

と
、
食
に
関
す
る
自
己
管
理

能
力
を
育
む
こ
と
は
、
現

在
・
将
来
に
わ
た
る
健
康
な

生
活
を
支
え
る
上
で
重
要
と

考
え
る
。

                   Ｑ
：
高
齢
者
の
孤
独
死
を
防
ぐ
対
策
は

地域福祉
Ａ
：
地
域
全
体
で
見
守
る
体
制
を
充
実

議
員　

第
７
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
施
策
で
、
命
の
バ
ト
ン
や
ケ

ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
見

守
り
訪
問
な
ど
、
様
々
な
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
は
承
知

し
て
い
る
が
、
昨
年
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
自
宅
で
亡
く
な

り
、
数
日
後
に
発
見
さ
れ
た
と

聞
い
た
。
ま
た
は
、
故
人
の
友

人
が
毎
日
電
話
で
安
否
確
認
し

て
い
た
が
、
何
回
か
け
て
も
電
話

に
出
ず
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、

町
内
会
長
か
ら
警
察
へ
連
絡
し

た
と
い
う
住
民
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
良
い
例
も
聞
く
。

町
長　

今
後
も
民
生
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
関
係
機

関
と
情
報
共
有
を
図
り
、
地

域
社
会
全
体
で
要
支
援
者
を

見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
を
充
実
さ
せ
、
高
齢

者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
！

議
員　

５
月
15
日
付
の
北
海

道
新
聞
に
栗
山
の
小
中
高
生

５
・
８
％
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
可
能
性
が
あ
り
、
睡
眠
や

学
業
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

が
、
町
は
学
校
や
教
育
委
員

会
と
連
携
し
な
が
ら
子
供
た

ち
に
異
変
が
な
い
か
見
守
り

続
け
る
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　

町
政
執
行
方
針
に
は
「
支

援
が
必
要
な
過
程
や
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
適
切
な
支

援
を
行
う
」
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
支
援
策
か
。

町
長　

当
事
者
へ
の
見
守
り

と
寄
り
添
い
、
必
要
に
応
じ

て
手
を
差
し
伸
べ
る
伴
走
支

援
を
基
本
と
し
つ
つ
、
訪
問

支
援(

家
事
援
助)

の
必
要
性

に
つ
い
て
調
査
検
討
す
る
。

　

そ
こ
で
社
会
福
祉
協
議
会

や
民
生
委
員
と
高
齢
者
と
の

パ
イ
プ
を
さ
ら
に
密
に
す
る

な
ど
の
対
策
が
必
要
で
は
と

考
え
る
が
。

感
想　
「
食
は
命
」「
命
の
沙

汰
も
金
次
第
」
の
社
会
で
い

い
の
か
、
子
ど
も
達
を
飢
え

さ
せ
な
い
政
治
の
役
割
を
痛

感
し
た
。

                  Ｑ：中学校給食無償化と食育の充実を

ケアラーサポーターによる見守り訪問
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企
業
融
資

Ａ：農業の融資制度との
　　　　　　　　　バランスも考え検討斉藤隆浩 議員

                  Ｑ：６次産業化農業者も
　　　　　　振興資金の対象にしては

質
問
趣
旨　

栗
山
町
独
自
の

制
度
資
金
で
融
資
内
容
も
大

変
手
厚
い
栗
山
町
中
小
企
業

振
興
資
金
の
更
な
る
充
実
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

議
員　

昭
和
48
年
に
制
定

さ
れ
た
栗
山
町
中
小
企

業
振
興
資
金
は
運
転
資
金

１
２
０
０
万
円
、
設
備
資

金
１
２
０
０
万
円
が
融
資

枠
と
な
っ
て
お
り
、
利
息

に
つ
い
て
も
１
・
３
％
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
は
栗

山
町
が
利
子
補
給
す
る
仕

組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
保

証
料
に
つ
い
て
も
完
済
後

事
業
者
に
返
還
さ
れ
る
大

変
す
ば
ら
し
い
制
度
で
あ

る
が
、
当
制
度
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
近
年
の

金
利
動
向
等
、
社
会
や
経

済
状
況
の
変
化
に
対
応
し

た
資
金
制
度
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　

当
資
金
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
第
７
次
総
合
計
画

で
掲
げ
る
「
地
域
を
支
え

る
産
業
が
元
気
な
町
」
に

繋
が
る
と
考
え
る
が
当
資

金
制
度
を
通
し
た
産
業
発
展

の
将
来
展
望
に
つ
い
て
町
長

の
見
解
を
求
め
る
。

町
長　

地
域
経
済
を
支
え

る
産
業
の
活
性
化
に
向
け

て
本
融
資
制
度
の
継
続
や

内
容
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
引
き
続
き

利
子
及
び
保
証
料
に
対
す

る
補
給
制
度
の
実
施
に
よ

り
、
資
金
繰
り
支
援
と
負

担
軽
減
を
図
る
と
共
に
、

新
た
に
本
町
で
創
業
す
る

事
業
者
に
対
し
、
栗
山
商

工
会
議
所
及
び
町
内
金
融

機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、

経
営
診
断
や
事
業
策
定
の

支
援
を
通
じ
て
共
に
経
営

課
題
の
解
決
を
図
り
、
事

業
者
の
成
長
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
る
。

　

ま
た
、
商
工
会
議
所
及

び
町
内
金
融
機
関
、
栗
山

町
の
３
者
に
よ
る
協
議
を

適
宜
開
催
し
、
経
済
環
境

の
変
化
を
注
視
し
な
が
ら

事
業
者
の
声
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
柔
軟
か
つ
効
果

的
な
運
用
に
努
め
る
。

感
想　

今
回
の
質
問
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
①
融
資
の
枠

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
②

金
利
も
含
む
制
度
の
定

期
的
な
見
直
し
に
つ
い

て
、
③
新
規
創
業
特
例
枠

の
新
設
に
よ
る
創
業
者

支
援
に
つ
い
て
、
④
６
次

産
業
化
に
取
り
組
む
農

業
者
の
商
工
会
議
所
加

入
促
進
と
中
小
企
業
振

興
資
金
の
対
象
拡
大
に

つ
い
て
、
⑤
商
工
会
議
所

及
び
金
融
機
関
に
よ
る

一
歩
踏
み
込
ん
だ
経
営

の
伴
走
支
援
に
つ
い
て
、

の
５
点
を
町
長
に
質
問

し
た
。　

　

６
次
産
業
化
に
取
り

組
む
農
業
者
を
対
象
と

す
る
こ
と
に
は
や
や
慎

重
姿
勢
で
あ
っ
た
が
、
他

の
４
点
に
つ
い
て
は
概

ね
理
解
い
た
だ
け
た
か

と
思
っ
て
い
る
。

　

産
業
の
マ
チ
く
り
や

ま
と
し
て
更
な
る
産
業

発
展
を
目
指
し
、
今
後
も

皆
様
か
ら
の
声
も
参
考

に
政
策
提
案
し
て
い
く
。

町内で生産・加工・販売される 6 次産業化商品 解説

６次産業とは
農林水産物の生産（１次
産業）に、加工（２次産業）
や販売・サービス（３次
産業）を組み合わせ、付
加価値を高める取組。



くりやまぎかいだより№ 1889

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

佐藤則男 議員

墓
園
管
理

質
問
趣
旨　

高
齢
化
が
進
む

社
会
に
お
け
る
葬
儀
の
あ
り

方
や
お
墓
の
あ
り
方
な
ど
が 

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
で

お
墓
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

議
員　

令
和
元
年
一
般
質

問
に
お
い
て
、
町
長
が

「
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
、

町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
や 

他
自
治
体
の
合
葬
墓
の
状

況
を
調
査
し
て
必
要
性

を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し

て
以
降
、
未
だ
「
調
査
・ 

研
究
」
の
枠
に
留
ま
っ
て
い

る
中
、
令
和
６
年
の
お
墓

に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
無
作
為
」
に 

抽
出
し
た
１
０
０
０
人
の

中
か
ら
４
１
２
件
「
回
答

率
４
１
・
２
％
」
の
回
答

を
頂
い
た
。
そ
の
う
ち 

「
７
９
・
８
％
」
約
８
割
の

町
民
が
「
町
営
合
葬
墓
の

整
備
の
必
要
性
」
を
認
め

て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
使
用
予
定

に
つ
い
て
は
「
わ
か
ら
な

い
」
が
５
０
・
２
％
、「
予

定
が
な
い
」
３
９
・
２
％

と
の
結
果
が
出
た
が
、 

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
墓
の

承
継
者
不
足
、
子
ど
も
に

負
担
を
か
け
た
く
な
い
と

い
う
不
安
の
表
れ
で
あ
り 

必
要
性
が
低
い
と
は
い
え
な

い
。
ま
た
、「
特
定
の
宗
教

を
持
た
な
い
方
」、「
生
涯

独
身
の
方
」、「
身
寄
り
の 

な
い
高
齢
者
」
の
中
に

も
、
承
継
者
は
い
な
い

が
永
代
に
わ
た
る
供
養

を
行
う
お
墓
を
必
要
と

し
て
い
る
人
は
い
る
。 

　

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進

む
本
町
に
お
い
て
、
合
葬
墓

は
単
な
る
お
墓
の
整
備
で
は

な
く
、
町
民
が
安
心
し
て 

住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
の
「
将

来
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
・

福
祉
施
設
」
で
あ
る
。

　

本
町
の
墓
園
に
は
敷
地

の
余
裕
も
あ
り
、
先
進
地

事
例
の
調
査
も
済
み
、
住
民

の
８
割
の
民
意
も
揃
っ
て 

い
る
。

　

そ
こ
で
、
合
葬
墓
の
整
備

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
問

う
。

町
長　

令
和
元
年
の
一

般
質
問
以
降
、
合
葬
墓

に
関
す
る
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、 

約
８
割
の
町
民
の
方
が
合
葬

墓
の
必
要
性
を
示
し
て
い

る
。
一
方
、
10
年
以
内
の 

使
用
を
示
し
た
回
答
割
合
は

５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
仏
教
会
と
の
意
見

交
換
や
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

な
ど
で
町
民
の
意
見
を
聴

取
、
ま
た
、
町
内
宗
教
法
人

の
整
備
状
況
や
広
域
で
の
整

Ａ：第 7 次総合計画後期実施計画　　
　　　　　　の中で可否の判断をする

                  Ｑ：町営合葬墓の整備の必要性
　　　　　　について検討しては

感
想　

議
会
報
告
会
で
町

民
に
合
葬
墓
を
整
備
し
て

欲
し
い
と
懇
願
さ
れ
、
令

和
元
年
に
問
題
提
起
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
行

政
も
忙
し
い
の
は
わ
か
る

が
あ
ま
り
に
も
動
き
が
遅

い
と
感
じ
た
。

備
検
討
な
ど
を
踏
ま
え
、
第

７
次
総
合
計
画
後
期
実
施
計

画
期
間
の
中
で
整
備
の
可
否

を
判
断
し
た
い
と
考
え
る
。高齢化や墓の継承者不足を背景に、合葬墓整備が議論された
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道
の
駅
構
想鈴木千逸 議員

質
問
趣
旨　

町
内
で
た
び
た

び
話
題
に
な
る
道
の
駅
を
設

置
す
る
構
想
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

議
員　

ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
で
栗
山
町
の
国
道

２
３
４
号
整
備
促
進
事
業

に
関
連
し
て
、「
道
の
駅
」

整
備
に
向
け
た
構
想
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
の
お
話

が
あ
っ
た
。
道
の
駅
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
栗
山

町
名
の
ア
ピ
ー
ル
や
、
交
流

人
口
の
増
加
、
経
済
の
活

性
化
な
ど
町
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
に
な
る
点
が
多
く
あ

る
。
半
面
、
栗
山
公
園
を

候
補
地
と
し
た
場
合
に
は
、

栗
山
公
園
球
場
の
移
転
先

や
２
３
４
号
線
の
安
全
誘

導
路
の
問
題
、
ま
た
、
設

置
資
金
調
達
の
問
題
、
運

営
業
者
の
選
定
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
問
題
な
ど

課
題
も
多
く
あ
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
現
段
階
に
お

け
る
本
町
で
の
検
討
内
容

等
を
求
め
た
。

町
長　
「
道
の
駅
」
は
、
平

成
５
年
４
月
の
制
度
発
足
か

ら
、
通
過
す
る
道
路
利
用
者

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
と
し

て
、
全
国
各
地
に
広
が
り
、

現
在
、
道
内
に
お
い
て
も

１
２
８
ケ
所
が
登
録
さ
れ
て

い
る
。

　

道
の
駅
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
（
登
録
要
件
）
は
、
大
き

く
３
点
あ
り
、
１
点
目
は
、

24
時
間
無
料
で
利
用
可
能
な

駐
車
場
及
び
ト
イ
レ
を
有
す

る
「
休
憩
機
能
」、
２
点
目

は
、
道
路
情
報
及
び
地
域
の

観
光
情
報
、
緊
急
医
療
情
報

な
ど
の
「
情
報
発
信
機
能
」、

３
点
目
は
、
文
化
教
養
施

設
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
な
ど
の
「
地
域
連
携

機
能
」
を
有
す
る
こ
と
と
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
併
せ

持
つ
こ
と
で
、
各
地
の
「
道

の
駅
」
は
、
地
域
の
個
性
あ

ふ
れ
る
賑
わ
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
第
６
次
総
合

計
画
策
定
時
よ
り
、
継
続
的

に
調
査
を
進
め
て
き
た
。

　

現
在
、
国
土
交
通
省
で

は
、道
の
駅
を
「
地
方
創
生
・

観
光
を
加
速
す
る
拠
点
」
へ

と
繋
げ
る
第
３
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
位
置
付
け
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
機
能
や
防
災
拠
点
機

能
、
さ
ら
に
は
産
業
振
興
機

能
の
充
実
な
ど
、
官
民
の
力

を
合
わ
せ
、
地
域
課
題
を
解

決
し
て
い
く
「
道
の
駅
」
と

感
想　

町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
道
の
駅
設
置
に
向

け
て
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ

て
参
り
た
い
。

し
て
事
業
展
開
を
推
進
し
て

い
る
。

　

今
後
、
国
道
２
３
４
号
の

４
車
線
化
整
備
の
動
向
や
、

利
用
者
が
集
う
栗
山
公
園
を

一
つ
の
候
補
地
と
し
て
、
整

備
費
用
や
維
持
管
理
コ
ス

ト
、
さ
ら
に
は
財
源
確
保
や

資
金
調
達
方
法
等
、
調
査
検

討
を
行
い
、
本
町
の
「
道
の

駅
」
整
備
に
つ
い
て
の
構
想

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

Ａ：費用や財源を調査・検討する

                  Ｑ：道の駅整備の構想は

栗山公園周辺を候補地として、費用や財源を調査しながら整備の可能性を探る
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総
合
計
画

Ａ：社会情勢や前期計画を踏まえ策定
齊藤義崇 議員

                  Ｑ：第７次総合計画（後期）策定
　　　　　　　　　　　　の方向性は

質
問
趣
旨　

新
た
に
町
長
が

就
任
し
、
本
年
は
第
７
次
総

合
計
画
の
策
定
年
で
も
あ
る

た
め
、
町
政
執
行
方
針
並
び

に
、
計
画
策
定
に
つ
い
て
財

政
運
営
と
そ
の
要
点
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

議
員　

令
和
８
年
度
町
政
執

行
方
針
と
第
７
次
総
合
計
画

（
後
期
）
の
策
定
を
踏
ま
え
、

産
業
人
材
の
確
保
、
上
下
水

道
事
業
の
経
営
改
善
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
、
後
期
計
画
策
定

に
向
け
た
財
政
推
計
の
見
直

し
時
期
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
を
問
う
。

町
長　

後
期
展
望
計
画
で
掲

げ
た
政
策
構
想
に
つ
い
て
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
前

期
実
施
計
画
の
結
果
検
証
を

し
、
計
画
策
定
す
る
。

　

産
業
を
担
う
人
材
確
保
、

労
働
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
は
、
農
業
経
営
者
の
育
成

や
新
規
就
農
者
の
受
入
れ
、

事
業
継
承
や
起
業
支
援
な
ど

に
向
け
た
各
種
施
策
を
効
果

的
に
展
開
し
つ
つ
、
外
国
労

働
者
を
含
め
た
、
担
い
手
確

保
の
た
め
の
新
た
な
方
策
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い

く
。

　

上
下
水
道
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
と
改
善
に
つ
い
て
、
経
営

改
善
を
含
む
直
近
の
見
解

は
、
老
朽
管
や
浄
水
場
・
処

理
場
施
設
の
更
新
な
ど
の
老

朽
化
対
策
を
計
画
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
施
設
等
の
長

寿
命
化
に
よ
る
投
資
の
平
準

化
や
維
持
管
理
経
費
等
の
コ

ス
ト
削
減
を
図
る
ほ
か
、
必

要
な
財
源
と
し
て
、
適
正
な

料
金
設
定
の
見
直
し
も
必
要

と
な
る
。
令
和
12
年
度
に
使

用
料
金
の
値
上
げ
が
必
要
と

な
る
試
算
。
適
正
な
料
金
設

定
と
な
る
よ
う
、
慎
重
に
検

討
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

上
下
水
道
事
業
の
効
率
化
に

よ
る
経
営
改
善
策
と
し
て
、

広
域
に
よ
る
事
業
運
営
、
さ

ら
に
、
集
落
単
位
で
給
水
や

汚
水
処
理
を
行
う
分
散
型
シ

ス
テ
ム
の
検
討
も
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

第
７
次
総
合
計
画
（
後

期
）
策
定
に
向
け
て
、
財
政

推
計
の
見
直
す
時
期
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
後
期
実
施
計

画
期
間
中
に
見
込
ま
れ
る
計

画
事
業
に
関
し
て
、
実
施
時

期
や
財
源
調
達
を
含
め
て
推

計
作
業
を
進
め
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
本
年
７
月
以
降
に

想
定
し
て
お
り
ま
す
議
会
と

の
協
議
や
、
総
合
計
画
審
議

会
、
地
域
別
懇
談
会
等
を
通

じ
た
町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
の

感
想　

質
問
の
３
つ
の
要

点
に
対
し
て
、
財
政
状
況

の
説
明
を
詳
し
く
添
え
て
、

町
長
か
ら
は
充
分
な
回
答

が
引
き
出
せ
た
。

議会中継 をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

後
、
内
容
を
精
査
し
、
計
画

原
案
策
定
と
推
計
作
業
が
完

了
次
第
、
お
示
し
す
る
予
定

で
あ
る
。

第 8 次総合計画を見据えた後期計画の策定が進められる
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人
口
減
少藤本光行 議員

Ａ：ダウンサイジングも見通して
　　　　　　　　　　　　政策を決定

                  Ｑ：人口減少社会に対する町の対応は

質
問
趣
旨　

人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
に
よ
る
様
々
な
課

題
が
あ
る
中
、
将
来
に
向
け

た
行
政
の
か
じ
取
り
に
つ
い

て
基
本
的
な
考
え
方
を
町
長

に
質
問
し
た
。

議
員　

地
方
が
抱
え
る
最

大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
す

る
た
め
、
町
の
施
策
も
維

持
存
続
す
る
も
の
と
統
合
、

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
対
応
に
つ
い
て
短
期
的
、

長
期
的
な
見
通
し
や
考
え

方
に
つ
い
て
町
長
に
問
う
。

ま
た
、
具
体
的
課
題
に
つ

い
て
２
点
問
う
。

①
特
に
高
齢
化
に
伴
う
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
疲
弊

に
対
す 

る
対
応
策
と
し
て
、

地
域
組
織
の
活
性
化
に
向

け
た
支
援
制
度
の
検
討
を

行
う
と
し
て
い
る
が
具
体

的
内
容
は
。

②
人
口
減
少
に
よ
っ
て
町

の
財
務
状
況
も
変
化
し
て

い
く
と
思
う
が
、
第
７
次

総
合
計
画
後
期
実
施
計
画

へ
向
か
っ
て
い
く
中
で
縮
小

社
会
に
お
け
る
財
政
運
営
に

つ
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
も

含
め
た
考
え
方
は
。

町
長　

行
政
機
能
の
継
続
性

を
考
え
る
上
で
は
地
域
の
実

情
や
将
来
の
人
口
動
態
、
そ

し
て
財
政
の
持
続
可
能
性 

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
道

路
・
交
通
、
上
下
水
道
、
除

排
雪
な
ど
の
町
民
生
活 

に

不
可
欠
な
都
市
基
盤
の
機
能

は
し
っ
か
り
維
持
し
て
い
く

こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で

将
来
を
見
据
え
、
人
口
減
少

に
応
じ
た
町
の
構
造
を
見
た

上
で
、
施
策
や
公
共
施
設
の

統
廃
合
を
含
む
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
も
見
通
し
た
中
で
、

事
業
の
継
続
性
・
必
要
性
を

意
識
し
つ
つ
政
策
方
針
を
決

定
し
総
合
計
画
な
ど
に
盛
り 

込
ん
で
い
く
。

①
町
内
会
、
自
治
会
活
動
に

お
い
て
は
高
齢
化
に
伴
う
役

員
等
の
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
な
ど
課
題
の
顕
在
化

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
本
年
度
は
、
町
内
会
・
自

治
会
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
意
見
聴
取
や
町
内
連

合
会
な
ど
と
協
議
を
進
め
、

支
援
内
容
を
検
討
し
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
を
経
て
支
援
制

度
を
構
築
し
て
い
く
。

感
想　

人
口
減
少
が
進
み
、

町
行
政
も
「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
」
や
「
選
択
と
集
中
」

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
民
福
祉
の

最
大
化
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

を
意
識
し
続
け
て
こ
れ
か
ら

も
議
論
し
て
い
き
た
い
。

②
財
政
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｘ 

を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化

を
行
う
と
と
も
に
企
業
誘
致

や
移
住
定
住
推
進
に
よ
る
自

主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
イ

ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
個
別
計

画
に
基
づ
き
計
画
的
な
維
持

管
理
を
進
め
る
。

将来人口を見据えた行政運営が課題
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５月臨時会議５月臨時会議
５月１４日

５月臨時会議では、令和７年度補正予算及び条例改正の専決処分の報告を受けたほか、条
例改正議案を審議し、可決しました。また、人事案件では副町長の任期満了に伴い、現副
町長の再任に同意しました。

５月臨時会議
録画配信

補
正
予
算

￥
令
和
７
年
度
予
算

▼
一
般
会
計
（
専
決
処
分
）

　

歳
入
歳
出
予
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
７
１
４
万
６
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
１
６
億
７
９
３
４
万
４
千

円
と
し
た
。

　

町
税
及
び
地
方
交
付
税
の

確
定
見
込
み
等
に
よ
る
補

正
。

条　
　

例

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
専
決
処
分
）

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
専
決
処
分
）

　

令
和
８
年
３
月
31
日
法
律

第
２
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ

た
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
よ
る
関

係
規
定
の
改
正
。

▼
職
員
等
の
旅
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

令
和
８
年
２
月
26
日
を
も

っ
て
制
定
さ
れ
た
「
国
家
公

務
員
等
の
旅
費
支
給
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
が

本
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
、
本
町
に
お
い
て
も
、
こ

の
改
正
に
準
拠
す
る
こ
と
と

し
、
本
条
例
を
改
正
。

人
事
案
件

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
５
月
17
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

橋
場
謙
吾
氏
を
引
き
続
き

選
任
す
る
事
に
同
意
。

任
期
：
令
和
８
年
５
月
18
日

　
　

～
令
和
12
年
５
月
17
日

ようこそ栗山町へ！全国の議会が栗山町へ

栗山町議会では、全国各地の議会から視察研修を受け入れています。
町民との対話を大切にした議会運営など、栗山町議会ならではの取り組みに関心が
寄せられています。

福岡県柳川市議会のみなさんと

 ・４月１６日（木）北海道足寄町議会　議会運営委員会
 ・５月１３日（水）福岡県柳川市議会　議会運営委員会
 ・５月２１日（木）茨城県つくば市議会　議会運営委員会

北海道足寄町議会のみなさんと

橋場副町長



Vol. １０　菊
きく

　池
ち

　京
きょう

　子
こ

　さん
９月定例会議の開会日

月　　 日～９ 10
議会の予定

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

 議会を見に行こう！

傍聴
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　１９９８年くりやま OH!! 夢乱咲（おおむらさき）よさこい
のチーム発足以来のメンバーとして、代表の言葉通り、本祭は
賞はニの次で誰よりも「栗山愛」ただ１つ「栗山町を多くの人
に知ってもらう！！」の信念で２８年間踊って来ました。以来、
よさこいの踊りが楽しくて楽しくて、今年は「奨励賞」を頂き、
皆で喜び合いました。
　２８年の間にはいろんな事があり、特にコロナ禍の 3 年間
は練習が出来ず、本祭やイベントも中止。仲間も沢山辞めてい
き、身体も動くのか心配でしたが辞められず、昨年の４月には
腎臓の摘出手術をしてからの本祭出演。さらには高知のよさこ
い祭りに出演。最初は不安でいっぱいでしたが、踊る楽しさと
感動には勝てませんでした。四半世紀も踊れたのは、チームメ
ンバーやスタッフそして家族のおかげです。皆様には感謝で
いっぱいです。
　7 月には「くりやま夏まつり」、９月には「くりやま秋まつり」
本町の２大行事があり、町の賑わいともに、イベントも沢山待っ
ています。また今年もわくわくする夏がやって来ます。
よさこいは、私の人生を豊かに幸せにしてくれました。これか
らもチームメンバーとともに身体が動く限り続けていきたいと
思います。
　新規チームメンバーを募集しています、暖かいチームです、

「新たな自分の発見」練習だけでも見に来ていただけると幸い
です。

９月 ４日（金） 議会運営委員会
９月 １０日（木） ９月定例会議
９月 １４日（月） 決算審査特別委員会

　※全て９時３０分開会予定です

　★令和８年度の表紙のテーマは
　　　　　　　「輝く栗山人！」　です。　
　　栗山町で頑張っている人、団体が登場します。
　　次号もお楽しみに！　　　

輝く栗山人 !
栗山町で頑張っている人をクローズアップ

「人生、YOSAKOI とともに」

は議会活動にふれる最もは議会活動にふれる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ身近な方法です。皆さんの選んだ
議員の活動や町政の方針などを、議員の活動や町政の方針などを、
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴できます　会議当日の受付で傍聴できます
ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入
口まででお越しください。口まででお越しください。

（踊る喜びと栗山愛を胸に２８年。これからも仲間とともに。）


